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第211固定例市議会は3月9日招集され、会期を2o日

までの18日間と定め、市長の昭和59年度当初予算案の提

案説明があり、理事者から提出の議案251牛を慎重に審議

しましだ。その結果「昭和59年度一般会計予算案_F大野

市上水道・公共下水道整備基金の設置及び管理に関する

条例案」など、全議案を原案と、おり司決・承認しまし疋。

前回から継続審議となっておりまし疋「昭和57年度大野

市歳入歳出決算認定について」は認定としましだ。まだ

最終日には議員提案による「北方領土の早期返還に関す

る決議」を可決しまし疋。市民の皆さん走ずら出されまし

疋陳情は別掲のとおり決めましだ。
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3月定例会 書簡日程

9日 本会議(会期の決定、

継続議案採決、

常任委員の選任

議案上程、提案

理由の説明)

13日 本会議(代表質問)

15日 本会議 (一般質問)

16日 本会議 (一般質問、陳

情の上程、各案

件委員会付託)

19日l長田L>.. (産業経済 ・教、
21日[女只云¥育民生 / 

22日|
〉女員会(総務・建設)

23日l

26日 本会議(各委員長報告

質疑 ・討論 ・採

決)
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21世紀に向けての

基本理念について

間 市長は豊かさと安らぎのある

町づ くりと基本構想を基に市政発

展に努力しているが、輝しい21世

紀に向けて施策の重点をどの方向

におくのか。基本理念を伺いたい。

答 市政の発展の原動力は人口の

増加にある。そのためには若者が

定着するように働く場所の確保が

必要で、ある。

企業誘致を進め産業構造を変え

るためには、道路網・ 交通網・ 上

水道等の整備を進めなければなら

ないが、文化・観光面などすべて

の分野にわたって均衡のある市政

を進めたい。

市長の政治姿勢について

問 国 ・県道の融雪問題、水利権

対策、 基本計画に対する取り 組み

などについて、市長の所見を伺い

fこい。

答 国 ・県道の融雪装置は県が工

市の将来を担う子供たち

事を行ったのであるが、 地域住民

の要望や協力を得ている。

五条方で取り入れる水は農業水

利権ということでむずかしい面が

ある。今後、金でフk利権が得られ

るならば買いたい。

基本計画は60年に見直し をし、

議会に相談したい。
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問 予算総額は前年に比べて8，53

%の伸ぴになっているが、歳入を

甘く見込み過ぎてはいないか。市

債・公債費・人件費等が増える中

で、財政の硬直をきたさないか。

答 法人税については税法が改正

きれるし、伸びも期待出来る。市

民税や地方交付税についても過大

ではない。公債比率・経常収支比

率等は他市に比べて悪くない。あ

くまでも健全財政に努めたい。

市の財政について

健全な財政運営のもとで着実に発展する市街地

都合で適当な時期に開けなかった

こと もあるかも知れない。 構成に

ついてはいろいろ検討したい。

問行政管理委員

〆"'v¥/11 会で行財政改革を
検討しているよう

であるが、現在の

課題や今後の進め

などに

いたい。

タ 答 まず、徐々に

公民館を統廃合してブロ ック化を

図りたいが、現在まだ具体的な見

通しは立っていない。

阪谷・五箇公民館で、行っている

行政事務についても、地元の協力

が得られ次第本庁にもどしたい。

その外、市庁舎の清掃やボイラ

ーの運転、ごみ収集等の委託が考

えられる。

問 保育所の定数減や、ごみ収集

の民問委託を考えているようであ

るが、その考え方を聞きたい。

答 保育所の定数減は最近子供の

数が減ってきたことによる。ごみ

収集については市民とよ く相談し

理解を得ながら委託出来るものは

委託したい。

行政改革について

て各種の審議会が設置されている

が、中には形式的にしか聞かない

ものや、構成員を考えなければな

らないものがあるのではないか。

答 情報の収集等については、昨

年10月企画広報課を設けたので、

今後は職員が研賛しながら努力し

たい。

各種審議会については、会長の

市の行政姿勢と住民への

アプローチについて

間 情報社会の中で行政は住民に

情報を公開しなければならない立

場にあるが、その収集・分析に対

する姿勢が欠けているのではない

さらに、市長の諮問機関としか。
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清掃事業整備と

対策について

問 水銀電池の回収It問題になっ

ているが、この処理にどのよっに

取り組むのか。

清掃業務の民間委託を考えてい

るようであるが、市民から不信を

招く恐れがあるのではないか。そ

の予定を聞きたい。

答 水銀電池の回収は業者の流通

システムの中で小売屈で回収する

ことになり、そのPRについて依

頼があった。今のところ市独自で

は考えていない。

清掃業務委託については県下各

市の状況を調査したが、事務の簡

素化、経費の節減上効果的であり

その上、業者が直営者との競争意

識を持つので、市民サービスの低

下や苦情などの心配はないという

ことであった。

委託率は平均60%となっている

が、当市も出来るだけ早〈平均ぐ

らいを委託したい。

開計画lこつぺ

問 民間の借上単による除雪の状

況を見ると、担当する業者が道路

によっては継続性や関連性を欠く

ことがある。契約する場合にどの

早朝除雪をする除雪車

一部民問委託が予定されている清掃業務

ような配慮をしているのか。

答 業者の所有する機械力や実績

を考慮して除雪前に決定する。市

の9台の除雪車が担当する以外の

道路について借り上げるので、一

fJ 0 " ... 

部とぎれることも

ある。雪が多くな

ると借り上げ車が

増えたり、業者の

方で拡幅のため稼

動する場合がある。

高規格道路について

問 今回の県予算に中休~上半原

聞の高規格道路調査費として2，000

万円計上されているが、当市とし

ては福井・大野問、あるいは大野

勝山・福井聞の整備が必要である。

市長は今回の調査費について、

県と協議の上理解をしているのか。

答 当市としては福井・ 大野聞の

整備が先決であるので、関東・北

陸産業道路と しての国道158号線

を高規格道路で整備するよう要請

した。

だが、県としては福井・白鳥高

速道も 158号線も 2本とも大野を

通るのでむずかしいとのこ とであ

り、中休~上半原聞は高速道路計

改良の中で行いたいとのことであ

った。

市としては福井~大野間を国の

直轄工事などで早〈整備をしても

らうという ことで内諾している。

広域営農団地農道

について

問 広域農道の土木事務所が担当

する区間で、越美北線と交差する

付近の約500メートルの工事が遅

れており、路線変更の意志表示が

あったようだが、市との協議が行

われたのか。

答 昨年農業者健康管理センター

の用地を買収したが、そこは、所

有者の住宅が広域農道建設のため

に立ち退きの必要上、 移転予定用

地なので、代替地がほしいという

ことであった。そのため、大野土

木事務所と協議し確認を した。

他用途米の共(とも)

補償について

問他用途米の共(とも)補償に

ついては県議会でも話題になって

いるが、当市はどうするのか。

答 県は直接補償をすると いう よ

りも集落農業の中で考えるという

画に沿って高規格道路として、中 ょっなこ ともあるので、市として

休~福井聞は産業道路として国道 も何らかの方策を考えたい。

( 4 ) 



答終末処理場には 6ヘクタール

という広大な面積が必要だ。いま

用地の確保に努力している。

工事は排水区を 3区に別けて行

う計画であるが、現在の試算では

243億円 くらいが必要で、ある。事

業認可を得るためには早くても61

年 9月になる。大きな財政負担が

伴う ので担当課で年次計画を立て

たい。

700戸を越すものと思われる。結

果がまとまり次第お知らせすると

ともに、今後の保全対策に役立て

たい。

問 水質難地域の水道事業計画委

託費が計上されているが、この計

画の作成に当たっては慎重に対処

するとともに、住民のコ ンセンサ

スを十分得られたい。

答 事業ばかり が先行しないよう

に、よく 準備をして住民のコンセ

ンザスを得た上で進めたい。

就業機会拡大のための

施策について

問 昨年企業立地推進本部を設置

し企業誘致を進めてきたが、どの

ような成果があったか。

農林業等の特産品を育成するな

ど、地域に適した方策を考えるべ

きでないか。

答企業誘致については、関東・

関西方面へ出向いてもいるが思わ

しくない。既に当市に立地してい

る企業に働きかけたところ、二-

三が近い将来増設したいというこ

とで、ある。

農業特産品もいろいろ考えられ

るが、国が指導している作物は価

格が安定している。将来、加工も

含めて特産品の育成に努力したい。

また、林業についても伐期にな

ったら付加価値の高い方策を考え

たい。

総合市民センター(仮称)

建設について

問 7 "1市で下水道がないのは当市

だけである。終末処理場用地はど

のようになっているのかの

I '今冬の井戸枯れと

| 今後の対策について

問 今冬の井戸枯れの状況はどの

ようになっているか。

答 いま市街地とその周辺の111

行政区の 7，600余戸について各区

長さんを通じて調査中であるが、

問 今回、総合市民センター (仮

称、)の建設基金条例の全部または

一部を取り崩す条例案が提案きれ

ているが、構想が変わったのか。

答 昨年も申したとおり補助金や

財政的な面から考慮して、総合市

民センターについて白紙に した。

その中で計画きれていた施設の

うち緊急度の高いものから建設し

たいということで、まず図書館を

建てたい。「基金を全部取り崩す」

という意味は、計画している各施

設がすべて終わった時に取り崩す

ことが出来るということである。
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-総務委員会

①企画部門の充実について

企画は市役所の中枢となるべき

重要な部門であり、あらゆる情報

を収集しなければならない。その

情報の中から当市に適した事業を

選択し、それぞれの担当課と協議

を重ね調整を図る役割がある。こ

の観点から、迅速かつ適宣に対応

出来るよう柔軟性のある経費を計

上するとともに、情報収集のため

に必要な経費等についても十分な

予算を計上すべきであるとの要望

カfあった。

-建般委員会

①道路や河川等の維持補修費の増

額について

今冬の道路除雪等によって道路

河川・交通安全施設などの損傷が

著しく、早急に補修を要する危険

完成した三番線(市役所横)

今
年
か
ら
他
用
途
利
用
米
が
導
入
さ
れ
る
米
作
り

個所が数多く見受けられる。補修

工事が遅れて事故を誘発しないよ

う被害の実態を調査し、補正予算

で増額して万全を期するよ うに と

の強い要望があった。

②民間借上車による道路除雪につ

いて

民間借上車による除雪を見ると

一部非能率的な路線があったよう

である。59年度の除雪計画は効率 ・教育民生委員会

底するよう要請があった。

③城まつりと農林業祭について

今年の城まつりと農林業祭は、

市制30周年に当たるので、これに

ふさわしい内容になるよう関係機

関や団体と十分協議するように と

の意見が述べられた。

的な除雪体制を確立するとともに

あらゆる分野について見直しを行 ①ごみ収集業務の民問委託につい

い、万全を期すようとの要望があ て

った o 市は業務の効率性あるいはコス

ト等の面から、現在直営で実施し

ているごみ収集業務のうち、約60

・産業経済委員会 %を 目途に徐々に民問委託をする

方向であるが、この実施に当たっ

ては特に市民サービスの低 Fにな

らないよ う要望があった。

さらに、責任体制の問題等あら

ゆる分野にわたって調査 ・検討し

慎重に対処するようとの意見が述

べられた。

②五箇・阪笹両公民館の行政事務

①他用途利用米の助成について

県は今年から新たに導入される

他用途利用米に対して、共(とも )

補償などによ って価格の助成を行

う見込みであるが、当市でも何ら

かの措置を講ずべきであるとの意

見があった。

⑧雇用促進奨励金制度の有効的な

活用について

高齢者や障害をもっ人たちの雇

用促進を図るため、雇用主に対し

て奨励金が交付きれているが、こ

の制度がさ らに有効的に活用きれ

るよう、各事業所や市民に周知徹

‘、.，，amu・
，，.‘、

について

五箇・阪谷の両公民館で行って

いる行政事務について、理事者は

当分の間は現行のまま続けたいと

のことであるが、廃止の時期を明

雄に打ち出し、決断をも って対処

すべきであると要望した。



57年度歳入歳出決算の認定

決算特別委員長の報告

211回定例会初日の9日、 12月定例会から閉会中jへの継

続審査となってい疋「議案第63号昭和57年度大野市歳入

歳出決算認定についてJ は、決算特別委員会の審査報告ガ

あり，委員長報告のとおり認定しまし定。なおL意見・要

望の主なものは次のとおりです。

。水行政に対する基本姿勢につい

て

近年、国・県・市道等の道路融

雪が数多く行われたため、冬季に

は地下水かん養能力の低下と相ま

って、過剰揚水による地下水の枯

渇が生じ市民生活に深刻な影響を

与えている。

さらに、 雪に強い町づくりの実

現のため流雪溝の整備を計画的に

進めているものの、市街地を流れ

る水量は不足し、 、

タ川

よぴ公共用水の汚染が徐々に進ん

でいるが、この実態を市民に公表

し、上・下水道建設についてその

必要性と問題点を提起しながら、

市民の理解と協力を得、時期を失

しないようにすべきであるとの強

い意見が述べられた。

。検診率の向上について

予防行政は市民の健康を守ると

ともに、療養給付費の軽減を図る

意味からも極めて大切である。し

かしながら、当市の検診率は依然

として低〈、今後はさらに健康に

対する市民意識の向上を図るとと

もに、受診対象者の的確な把握、

早期発見、早期治療を期すため、

抜本的な受診体系の方策を検討し

受診率の向上に努めるよう強い要

望があった。

。使用料および特別土地保有税の

未納について

_/，かへ、 市営住宅の水道

ぷミ ~...~ 料や簡易水道会計
鳳初計?と の水道料の未納が

i攻予震る かなり多く、目立
4私~、 っている。未納の

原因はいろいろな事情があると思

われるが、公正確保の見地からも

実態を的確に把握し、収納には毅

然たる態度で臨むべきであるとの

指摘があった。特別土地保有税に

ついても滞納繰越や不納欠損が多

い。これは保有者が県外に多いな

ど特殊事情もあるが、厳正に徴収

すべきであるとの要望があった。

当市の水環境は極

めて憂慮すべき状

態にある。このよ

うなことから、総

合的な利水計画を

早急に確立すると

ともに水利権の獲

得に最大の努力を

すべきであると要

望があった占

57年度歳入歳出決算総括表 (単位:円)

会計区分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 差 号| 残額

骨生 ぷZ2〉2、 計 9，246，839，000 9，306，065，364 9，143，743，132 162，322，232 

国民健康保険事業 1，589，160，000 1，594，611 ，629 1，578，020，036 16，591，593 
特 5]1] % 言十

簡易水道事業 135，414，000 135，937，502 67，250，856 68，686，646 
特 思IJ tZ』2L 計

老人保健特別会計 122，126，000 118，941，000 102，382，570 16，558，430 

ム口 計 11，093，539，000 11，155，555，495 10，891，396，594 264，158，901 

一方、地下水お
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大高原 5Z王x 栄 正夫 -教育民生委員会

各委員会委員の改選
高田新左ヱ門 。幅口 登 0藤田 護

-産業経済委員会 羽生 長 石蔵 一郎

。高津 靖生 0木下 境 西川 文人 杉本 夏男

任期満了に伴い、各委員会の委 田原 哲也 米村 寸ー-些tr「-ノ」一¥戸 宮本 ~L 

員の改選が次のとおり行われまし 平間 j原治 推井 清男 -議会運営委員会

た。(cgは委員長、 Oは副委員長) -建設委員会 。宮本 弘 0林 保信

-総務委員会 。林 保信 0山口 忠男 砂子 コ郎 松田 庄二

。松田 庄二 0砂子 三郎 飯岡彦兵衛 斉藤 秀雄 羽生 長 平間 源治

野田幾久代 兼井 藤波 奥村 忠光 山本 武 斉藤秀雄 奥村 忠光

(1) 




